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高知女子大学池キャンパスの隣に高知医療センターが開院して３ヶ月が過ぎ､ 窓から見える景色
の変化にも随分馴染んできました｡ 学会員の皆様､ いかがお過ごしでしょうか｡
このたび､ 高知女子大学看護学会誌第30巻第２号をお送りすることができるようになりました｡
第30回学会は､ 『看護とコラボレーション－質の高い保健医療サービスを提供するために－』 をメイ
ンテーマとして､ シンポジウムと12題の口頭発表がありました｡ シンポジウムでは､ 患者･家族を取
り巻く医療・看護・福祉の専門職をシンポジストとしてお迎えし､ ｢病いと共に生きる人々を支える
コラボレーション－看護の果たす役割と課題－｣ をテーマに､ それぞれの立場から､ コラボレーショ
ンの実際をお話いただきました｡ それぞれの専門性を発揮できる協働のあり方､ その中で看護の果
たす役割について多くの示唆に富む内容の一端をお伝えできればと思います｡ さらに､ 本学
学長である青山英康先生を講師にお招きして ｢今､ 看護職に求められている医療経済の基礎知識
－医療保障と医療保険－｣ をテーマに開催された公開講座の報告を掲載いたしました｡ 論文につい
ては､ 会員の皆様､ 査読者の方々をはじめ､ 多くの方のご協力により､ 原著論文７編､ 研究論文１
編という豊かな研究成果を掲載することができました｡ 本当にありがとうございました｡
社会情勢の変化を見据えて､ 社会における看護の存在意義や果たすべき役割について､ 会員の方々
と語り合い､ 皆様に役立つ学会誌としてさらなる充実を目指していきたいと思います｡
第31巻の学会誌の投稿期限は､ 平成17年12月31日となっておりますが､ 受付は随時行っておりま
す｡ 会員の皆様からの日頃の研究成果の投稿を心からお待ちしております｡
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このたび､ ｢医学中央雑誌刊行会｣ と著者抄録の利用許諾契約を締結しました｡ これにより､ 本号掲載分
の論文から､ 著者抄録 (要約) が ｢医学中央雑誌｣ のデータベースの要約として利用されることになります｡
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